
評価 コメント

めあて、課題、まと
め、振り返りを適切に
設定した授業を行い、
生徒の主体的な学びを
促す。

　B
A:26.7
B:66.7
C: 6.6

教師主導の授業が
見受けられるの
で、生徒同士の対
話を取り入れると
よい。
まとめ、振り返り
の時間が設定でき
なかった。

生徒の活動時間を
増やすような授業
改善を進める。
一単位時間の授業
スタイルを確立し
ていく。

　B
A:16.7
B:83.3

生徒が自分の考えを表
現したり、他と比べた
りしながら、自分の考
えを再構築する場面を
設定する。

　B
A:20.0
B:80.0

自分の考えを表現
する機会はある
が、再構築の時間
が取れなかった。

対話学習後に再構
築の時間を入れる
か、宿題にするな
ど工夫していく。

　B
B:100

基礎的・基本的内容を
繰り返し行い、粘り強
く学習する態度を育む
ため、ICT機器の活
用、課題設定の工夫な
ど、生徒が主体的に学
習する意欲を育む。

　B
A:40.0
B:53.3
C: 6.7

ICT機器の活用に
ついては今後も研
修の必要を感じ
る。

66 　B
A:33.3
B:66.7

生徒のよい点や可能性
を見つけ、伸ばす指導
に向け、授業改善を行
う。

　B
A:53.3
B:46.7

生徒の力を伸ばす
ため授業改善に取
り組んでいる。
生徒への声掛けに
工夫を感じる。

生徒へのアプロー
チを工夫すること
で、学習意欲の向
上を図る。

　B
A:66.7
B:33.3
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＜学校経営方針の重点＞

１ 確かな学力の向上（知）

３ 健やかな体の育成（体）

項目 経営目標 本年度の重点

個に応じた学習指導
の充実に向け、きめ
細かい指導を徹底す
る。また、指導方法
を工夫し授業改善を
図る。

具体的な方策 評価 分析結果

確

か

な

学

力

の

向

上

基礎的・基本
的な学力の向
上と発展的な
学習を図り、
個性と創造力
豊かな人を育
成する

･最終ページの評価についての判定基準は市内の中学校にお
いて共通のものなのでしょうか。
･全体的に見て、いずれの項目もB判定の「ほぼ達成でき
た」との評価が得られたことはとてもよい。
･試験前は勉強しながら学校へ行く子が多数見られた。昨年
に比べ多かった気がします。
･生徒の教育についてはインプットのみならずアウトプット
がこれからの時代では重要です。対話(ダイアローグ)の時間
は取り入れていただきたいと思います。
･ICT機器の活用は今後ますます必要性が高まると思われま
すが、一方で使い方を間違えると犯罪や詐欺、人の心を傷つ
けるなど、大変怖い側面もあります。生徒さんが誤った使い
方をすることがないようにご指導をお願い致します。
･項目「確かな学力の向上」そのために経営目標として「個
に応じた学習の充実に向け、きめ細かい指導を徹底する。ま
た、指導方法を工夫し授業改善を図る。」とあります。今年
度の先生方の評価でうかがえることは、「生徒の良い点や可
能性を見つけ、伸ばす指導に向けての授業改善」に全教員が
取り組んだこと（一生懸命）がわかります。すばらしいこと
です。このような取り組みが「全国学力学習状況調査」での
選択式回答で全国平均を上回ることにつながったと確信しま
す。しかし、短答式、記述式の解答率が全国、東京都の平均
を下回ったことは、次の指導項目の改善が求められます。そ
れは生徒の全体的な学びについての指導法の改善が求められ
ます。具体的には、各教科等の学習において、生徒が学習に
おける課題を意識し、その課題に対しての仮説（予想）を立
て、その仮説（予想）に対して生徒それぞれが解決方法を示
し、それを学級集団で話し合い、その結果をもとに集団で解
決していく課題解決学習です。この点の指導法について教師
集団で検討してはいかがでしょうか。

･基準は吹上中独自のもの
です。
･ご指摘のように、現在の
教育は「教師からの教え」
を理解するだけではなく、
得られた知識を用いて生徒
が自ら課題を見つけ、その
解決（改善）に向けて見通
しを立てるとともに、他者
との意見交流を通して自ら
の考えを再構築し、自分な
りの答えを導き出すことが
求められています。全国調
査で記述式の解答率が低い
のは、本校生徒に「知識の
活用法」に課題があるから
と思われます。今年度1,2
年生の総合的な学習で相互
交流(発表会への参加)を行
い、意見交換をするなど、
工夫した取り組みを行いま
した。それぞれが刺激しあ
うことで、自分たちの取り
組みを振り返りながら主体
的な学びの向上につなげて
います。
･学びにおける基礎､基本の
習得は本校生徒の大きな課
題ではありますが、知識の
活用に向けてもしっかり取
り組んで参ります。

２ 豊かな心育成（徳）

４ 地域に根ざした学校づくりの推進

「評価」は「本年度の重点」や「具体的な方策」について
　A：達成できた　　　　　　　　B：ほぼ達成できた
　C：あまり達成できなかった　　D：達成できなかった

改善策
学校関係者評価記入欄 学校の見解と

今後の方向性



学校いじめ防止基本法
に則り、いじめアン
ケートを活用し、いじ
めの未然防止・早期発
見・解決を図る。

　A
A:73.3
B:26.7

いじめｱﾝｹｰﾄ後の
対応をしっかり行
うとともに、日頃
より生徒との会話
を大切にすること
で相談しやすい環
境をつくることが
できた。

学校いじめ対策委
員会を中心に、い
じめの早期発見、
早期対応を進めて
いく。

　A
A:83.3
B:16.7

規範意識の醸成、あい
さつの励行、礼儀作法
の徹底を図り、生徒の
社会性を育む。

　B
A:60.0
B:33.3
C: 6.7

生徒は挨拶をしっ
かり行うとともに
規範意識も育まれ
ていると感じる。

教師から挨拶する
など、一番身近な
大人が範を示すこ
とで、生徒の意識
を向上させたい。

　B
A:66.7
B:33.3

「特別の教科 道徳」の
指導に向け、広い視野
から現在の課題をとら
え指導につなげること
で、「こころの教育」
を充実させる。

　B
A:40.0
B:53.3
C: 6.7

いろいろなﾃｰﾏを
題材に「こころの
教育」を進めた。

社会の動向に注目
することで、より
広い視野から現在
の課題をとらえ、
指導に生かす。

　B
A:16.7
B:83.3

様々な教育活動を通し
て感動する心を育てる
環境づくりと場を設定
する。また行事や生徒
会、委員会活動を通し
てリーダーの育成を図
る。

　B
A:53.3
B:40.0
C: 6.7

小集団で経験を積
ませるなどしてﾘｰ
ﾀﾞｰの育成に向け
取り組んだ。
教員に余裕がな
く、生徒に任せる
場面が設定できな
かった。

生徒の責任感を培
い、ﾘｰﾀﾞｰの育成
を図るためにも、
生徒が主体的に活
躍する場面を増や
していく。

　B
A:50.0
B:50.0

豊

か

な

心

の

育

成

互いの人格を
尊重し、いじ
めの根絶を目
指すととも
に、思いやり
と規範意識の
ある人を育成
する

いのちを大切にする
心の教育を推進し、
いじめの根絶を目指
して、思いやり、認
め合い、支え合う指
導を充実させる。

･この「豊かな心の育成」の項目において、互いの人格を尊
重し、いじめの根絶を目指すとともに思いやりといのちを大
切にする心の教育を推進するための方策として、いじめアン
ケートを活用し、いじめの未然防止、早期発見、解決を図っ
たとの評価がA判定となった点はすばらしい、
･今後も生徒さんが、先生方に悩みや心配事などを相談しや
すいように良好な信類関係を築き、寄り添っていただけたら
ありがたいです。
･3つの項目で「Ｃ」評価6.7％の先生方がいらっしゃいま
す。その先生方から具体的な話しをお聞きして、改善策を立
てていただくことが大切です。このようにして「豊かなここ
ろの育成」についての吹中の自信を持った取り組みを育成し
ていくことが大切です。
･今年の1年生は朝元気がなく、挨拶しても返ってこないこと
が多数あった。2.3年生はいつも元気に挨拶をしてくれまし
た。
･「命を大切にするこころの教育を推進し、いじめの根絶を
目指して、思いやり、認め合い、支え合う指導を充実させ
る。」という本年度の重点の中で「いじめ防止、早期発見、
解決を図る」を吹中の先生方は73.3%の皆様が「A」と記さ
れたことはとてもすばらしいことです。学校運営協議会でも
平岡校長先生からお聞きしています。これからもどうぞよろ
しくお願い申し上げます。
･行事等で生徒会が上手に進行できていると感じました。
･体育祭で吹中の生徒が目標を持ち、その目標に向けて自主
的、積極的に活動している姿を拝見しました。とてもすばら
しいことだと私は受けとめています。分析結果の「教員に余
裕がなく、生徒に任せる場面が設定できなかった。」につい
ては、学校行事は学校の教育課程です。ですから、教職員で
任せることは何かを議論し、明確にしてから生徒会を通して
話し合えれば、現在の吹中生だと明瞭に先生方の願い「責任
感、主体性」を受けとめてくれると確認します。
･教員に余裕がないとありますが、職場環境の向上が必要な
のではないでしょうか。
･吹上中もけっして生徒数が多い学校ではないと思いますの
で、主体的に考えることができる指導をお願いします。

･いじめ問題については根
絶を目指し取り組んでいま
す。アンケートの実施、生
徒観察など、教師が生徒の
変化を適切に感じ取ること
で早期発見、早期対応を
行っています。今後も教職
員一丸となって取り組んで
参ります。
･今年度も生徒会を中心に
「あいさつ運動」を行うな
ど、挨拶指導を行いまし
た。来客の方よりお褒めの
言葉も多数いただいていま
す。挨拶は社会に出た時の
基本として、次年度も引き
続き生徒とともに取り組ん
で参ります。
･昨年より評価が下がった
ことについては、これから
も生徒の健全育成に向け
しっかりと取り組んでほし
いとの強い願いと受け止
め、吹上中学校の生徒一人
一人のより良い成長に向け
て「豊かな心の育成」を
図って参ります。



生徒に寄り添う指導を
意識するとともに外部
機関と連携し、不登校
生徒と家庭の支援を組
織的に行う。

　B
A:53.3
B:46.7

関係機関との連携
を図り、生徒と家
庭を孤立させず支
援することができ
た。
関係機関との連携
に向けては校内体
制を整える必要を
感じた。

学校だけで解決で
きないことが増え
ているため、関係
機関との連携は今
後も重視したい。
そのためにも校内
体制を整備してい
く。

　B
A:50.0
B:50.0

生徒会活動や行事を通
して、生徒の主体的な
活動や生徒の居場所づ
くり、きずなづくりを
推進する。

　B
A:53.3
B:40.0
C: 6.7

花いっぱい活動や
落ち葉掃きは欠席
がちな生徒も参加
しやすい活動に
なっている。

生徒の主体性を大
切にするととも
に、参加しやすい
行事を設定するな
ど、生徒の居場所
づくりを大切にす
る。

　A
A:83.3
B:16.7

体力テストの結果を分
析し、体力向上に向け
た教育環境を整える。

　B
A:42.9
B:50.0
D: 7.1

保健体育科を中心
に取り組んでい
る。
他の教員の関りが
課題である。

ﾃﾞｰﾀの公開や課題
の設定など、状況
を周知していくと
ともに、体育的行
事などにも生かす
など環境整備を進
める。

　B
B:100

地

域

に

根

ざ

し

た

学

校

づ

く

り

の

推

進

地域に根ざ
し、地域から
信頼される学
校の推進

学校を地域に開き、
地域の人材を活用し
ながら教育活動の充
実を図る。

学校公開や学校だよ
り・学級だより・ＨＰ
等で教育活動の様子を
積極的に公開し、地域
の関心を高める。

　B
A:40.0
B:53.3
C: 6.7

できる範囲で学校
の教育活動を発信
することができ
た。

学校のＰＲをどの
ように進めるかは
今後の課題であ
る。

　B
A:50.0
B:50.0

･スタントマンによる交通安全教育はとても迫力がありびっくりし
ました。交通ルールの再確認や、車の死角、ヘルメット着用の大切
さを学ぶことができて良かったです。
･色々な人材を活用し、さらにためになる活動ができたらいいのか
なと感じます。
･1月18日に開催された、道徳授業地区公開講座の映画「荒野に希
望の灯をともす」と谷津賀二映画監督による講演会「中村哲医師が
私たちに遺したもの」はとてもすばらしかったです。事前に地域の
回覧板で周知していただけたこともありがたく思いました。少し残
念だったのは、保護者の方や地域の方の参加が少なかったので、こ
の様なすばらしい映画は、もっと多くの方々に観てほしいと思いま
した。

･コロナ禍以降、少しずつ
ではありますが講師等を招
聘しての講演会を実施する
機会が増えました。一方、
それらの取り組みを地域の
方に公開する機会はまだ
戻っていません。少しずつ
ではありますが、多くの皆
様に学校へ足を運んでいた
だけるよう、諸課題をクリ
アして参りたいと思いま
す。

健

や

か

な

体

の

育

成

健康や体力に
関する意識を
高め、健康の
保持増進に向
けた資質や能
力をもった人
を育成する

心と体の健康を増進
させるとともに、生
徒の居場所づくり、
きずなづくりを推進
し、不登校の未然防
止を図る。

･「心と体の健康を増進させるとともに、生徒の居場所づく
り、きずなづくりを推進し、不登校の未然防止を図る。」の
具体的な方策で、関係機関との連携で吹中の先生方がご尽力
されていることに心より感謝申し上げます。令和7年度は
「生徒の居場所づくり、きずなづくり」視点を当て、仮説を
立て検証して課題解決してはいかがでしょうか。
･花いっぱい活動や落ち葉掃きは皆が協力しあって成し遂げ
る行事であり、植物を大切にし、自然に目を向ける良い機会
となるので、今後も継続していただきたい。
･コロナで行事が少なくなったが、思い出作りのいい機会だ
と思います。もっとあってもいいかなと感じます。
･「豊かな心の育成」の項目でも記しましたが、生徒会の活
動が体育祭の行事の中でよく生きています。この生徒会の取
り組みが豊かな心をベースとした「健やかな体の育成」につ
ながっていると確信します。
･体力テストの結果の分析では、「Ａ」42.9％で「健やかな
体の育成」の項目の中で「Ａ」が少なく、「Ｄ」が7.1％あ
ります。吹中の先生方の分析の通り「他の教員の関りが課題
である」について先生方で仮説、検証してみてはいかがで
しょうか。

･不登校生徒の別室支援員
の配置が2年目を迎え、少
しずつ成果を感じることが
できました。しかし不登校
生徒が多数いることは事実
です。不登校については一
朝一夕に改善できることで
はなく、多くに大人が生徒
の気持ちに寄り添いなが
ら、生徒のペースに合わせ
ることも大切です。今後も
保護者、関係機関と連携し
改善に努めてまいります。
･学校行事での実行委員を
はじめ生徒一人一人の行動
には目を見張るものがあり
ました。これは吹上中学校
のすばらしいところです。
この良さを今後も継続でき
るよう生徒と協力して取り
組んで参ります。



地

域

に

根

ざ

し

た

学

校

づ

く

り

の

推

進

（再掲）
地域に根ざ
し、地域から
信頼される学
校の推進

（再掲）
学校を地域に開き、
地域の人材を活用し
ながら教育活動の充
実を図る。

地域運営学校として、学
校と地域の協働による開
かれ、信頼される学校づ
くりを進める。安心安全
な学校づくりをめざし、
地域に協力を仰ぎなが
ら、交通安全教室や青梅
学、環境教育等、地域人
材を活用して、特色ある
教育活動を推進する。

　B
A:26.7
B:66.7
C: 6.6

初年度ということ
もあり地域運営学
校としての運営に
は課題が残った。
一方で地域やPTA
の協力の下、落ち
葉掃きや交通安
全、青梅学など特
色ある教育活動を
進めることはでき
た。

学校運営協議会を
さらに充実させ、
学校と地域が協力
して運営に当たれ
る組織にしてい
く。
また、これまで進
めてきたPTA、地
域と学校の取り組
みは大切にしてい
く。

　B
A:16.6
B:66.7
C:16.6

･「地域に根ざし、地域から信頼せれる学校の推進」の項目では、校
長先生、副校長先生、諸先生方が一所懸命吹中をよりよくしようと
する情報が学校だより、ＨＰ，行事、授業参観、本物に触れる会な
どでよく伝わってきます。ありがとうございます。
･地域運営学校について先生方の「Ａ」26.7％、「Ｃ」6.6％は
「地域運営学校」についての理解、課題がよく伝わっていると思わ
れます。「学校運営協議会」は地域が先生方の課題、仮説に対して
支援し、一緒に協力して運営する会であり、これからも先生方と一
緒に吹中生徒の課題解決に向けてよくわかるように取り組んでまい
りたい。
･地域運営学校としてもう少し地域と一緒に何かできるとよいと思い
ます。実際のところ学校運営協議会の委員やPTAの人し関わること
しかなく、もう少し工夫が必要だと思います。

･今年度より地域運営学校
として進めておりますが、
手探り状態であることは否
めません。ご指摘の通り
「地域と一緒何かを取り組
む」機会を設けるため、学
校運営協議会委員の皆様の
お知恵を授けりながら取り
組んで参ります。

特別支援教育
の推進

生徒一人一人の特性
を理解した指導を行
う。

･生徒の特性について
共通理解を図り指導に
つなげる。また指導方
法について研修を行
い、生徒指導に生か
す。
･教育相談活動を充実
させるとともに、ＳＣ
や外部機関と連携し、
生徒の課題解決を図
る。

　B
A:46.7
B:53.3

特別に支援の必要
な生徒については
学校全体で課題解
決を図れるよう取
り組むことができ
た。
一方、生徒の特性
について教員間に
認識の差があるこ
とは課題となっ
た。

関係法令や合理的
配慮について理解
を深めるなど、特
別に支援の必要な
生徒に対して適切
な対応ができるよ
う努める。

　B
A:16.7
B:83.3

学校における
働き方改革の
推進

校務改善を図り、生
徒と向き合う時間を
確保し、教員のライ
フワークバランスを
整える。

･ICT機器の活用や、
SSS等の支援員を活用
することで校務改善を
図り、生徒と向き合う
時間を確保する。
・校務を整理し、在校
時間を適正にする意識
を高めるとともに、定
時退勤推奨日を積極的
に活用する。

　B
A:66.7
B:13.3
C:13.3
D: 6.7

SSSの協力が校務
改善につながっ
た。
定時退勤推奨日を
活用するなど在校
時間は減らすこと
ができた。一方、
持ち帰り業務があ
ることも事実であ
る。

校務を整理すると
ともに、業務分担
の適正化を図る。
引き続きICT機器
やSSSの活用を進
め、校務の効率化
を図る。

　B
A:33.3
B:66.7

そ

の

他

の

重

点

･体育大会での3組さんの活躍がすばらしかったです。
･「特別支援教育の推進」の項目では分析結果にありますよ
うに、「特別に支援の必要な生徒については学校全体で課題
解決を図れるよう取り組むことができた。」という評価です
ばらしいと思います。しかし「A」46.7％、「B」53.3％
ということは、吹中の先生方の分析通り「生徒の特性につい
て教員間に認識の差」があると思われます。この点について
先生方で解決の仮説を立てて検証していくことが求められま
す。
･先生方も労働者であり、働き方改革の推進はとても大切な
ことです。しかしながら、定時退勤推進日を活用するため
に、業務を持ち帰るのはおかしなことです。教員数を増やす
というのは難しいのかもしれませんが、もっと根本的な対策
が求められると感じます。
･「学校における働き方改革推進」では「A」が66.7％、
「C.D」で20％。これは改革が推進されていることを実感
するにはよい課題が見えていることを示しています。先生方
でその課題解決に向けて仮説を立て検証するともっとよりよ
い「働き方改革」になると確信します。期待しています。

･今年度複数の教科でとき
わ学級の生徒と通常学級の
生徒が一緒に授業を受けて
います。また研修会を通し
て特別支援学級の生徒の課
題について学ぶ機会を設け
ました。少しずつではあり
ますが本校においてインク
ルーシブ教育に向けた動き
を進めています。この活動
を継続させることで教員の
スキルの向上を目指しま
す。
･「働き方改革」として
様々な手立てを講じていま
す。特に部活動の地域移行
については先が見通せない
のが現状で、学校としても
対応に苦慮しています。今
後も業務の分散や効率化を
進めて参ります。

評価について(評価欄にある「A」「B」「C」「D」の数値の単位は「％」)
A : Aの評価者が80%以上でC以下の評価者が0名 ⇒ C以下の評価者がいた場合はB
      Aの評価者が70％以上80%未満だが一番多い。かつA、B合計の評価者が90％を超え、C以下の評価者が0名 ⇒ C以下の評価者がいた場合はB
B : Aの評価者が７０％未満だが一番多い。
      Bの評価者が一番多く、かつA、Bの評価者が60％を超えている場合　⇒ 60％を超えていない場合はC
C : Cの評価者が一番多い場合
D : Dの評価者が一番多い場合


